
（ ） （ ）事例 小学校理科 Ｂ区分 美濃地区 Ｓ小学校
１ 単元について

対 象 学 年 第５学年

学習指導要領 第５学年の内容 Ｂ（３）ア・イ

単元（題材）名 おもりのはたらき

単元(題材)目標

○ふりこか衝突の物の運動の変化に興味・関心をもち、自らそれらの物の

運動の規則性を調べようとする。

○物の運動について、ふりこか衝突を自ら選択しようとする。

（ ）自然事象への関心・意欲・態度

○ふりこか衝突の運動の変化とその要因について、条件に着目して実験の

計画を考えたり結果を考察したりすることができる。

（ ）科学的な思考

、 、○ふりこか衝突の規則性を調べる工夫をし それぞれの実験装置を操作し

安全で計画的に実験やものづくりをすることができる。

（ ）観察・実験の技能・表現

○糸につるしたおもりが１往復する時間は、おもりの重さなどによっては

変わらないが、糸の長さによって変わることを理解している。

○おもりが他のものを動かす働きは、おもりの重さや動く速さによって変

。 （ ）わることを理解している 自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○主体的な課題選択を促す工夫

、 、・児童が進んで 見通しをもって課題を選択できるようにするためには

選択できるだけの情報を提供し、それを発見する必要がある。情報を

発見する場として、次の２つを重視した。

１ 気付きを生み出す、導入の体験活動・教具の工夫

２ 変化の要因を明らかにする話し合い

１時間目に、ペットボトルタッチゲーム（ふりこ ・ボーリングゲー）

ム（衝突）を行い、その中から問題を見い出せるように教具の工夫を

した。そして、一人一人が気付いたことを、学習プリントに記録する

ようにした。その一人一人が記録した気付きを一覧できるような理科

便りを印刷して配布し、仲間の気付きを読み取る時間を設定する。

このことにより、自分の考えと比較して差異点・共通点に気付くこと

ができるようにする。この話し合いで、それぞれの生活体験や考えが

配 慮 事 項 引き出され、それも参考にしながら、変化の要因をつかむことができ

ると考えた。

この場面で見通しをもてることが、課題を選択する時の情報になるの

で、この体験活動と話し合いの時間を十分に確保したい。

○学習プリント・自己評価欄の工夫

・本単元では、定量的に実験し、条件を制御しながら、変化の規則性を

追究することもねらいである。条件制御については、科学的な見方・

考え方を育てるために欠くことができない能力であり、繰り返し、育

てることが大切だといわれている。本単元では、プリントに［変える

条件 ［変えない条件］という欄を作り、条件制御について記録に表］



して明確に意識できるようにする。またより正確なデータを得るため

には、１度だけでなく繰り返し実験を行い、何度やっても同じ結果が

得られることを確認できなければいけない。繰り返しの大切さが意識

できるように、実験回数についても記入欄を設ける。

○仲間と関わり、自己を見つめ直す力を育てるための工夫

、 、・次の力を育てることが大切であると考え 実験結果を考察する段階で

情報交流黒板・小ホワイトボードを利用した情報交流を取り入れるこ

とにした。

①自分の考えや思いを表現し、仲間に伝えること

②お互いの実験方法や結果を比較し、その違いや共通点を多面的に追究

すること

実験や活動で得た自分の考えを仲間との関わり合いの場面で、発展・

修正できると考えている。

○学習プリントの記述に関する評価の考え方

・これまで子どもたちには実験・観察の中での気付きや考えを事実と自

「 」、「 」分の考えをはっきり区別するために 気付いたこと わかったこと

「思ったこと」で表すようにしてきた。本単元では、課題選択制の単

元でもあり、十分な行動観察が困難と予想されることから、学習プリ

ント・ノートの記述の評価を大切にしたいと考えている。その中でも

特に「変化の要因」に着目した点を大切にする。

・予想をもつ場面の児童の様子を振り返ってみて、児童の考えを大きく

わけて 「量」と「質」の２つの面で考えた。、

１つ目は「量」…いくつもの変化の要因に着目しているか

２つ目は「質」…自分の予想に対して、どのくらいの根拠をもってい

るか。

例えば、生活体験とつなげて根拠を明確にして予想を立てる児童もい

れば、あいまいなまま、直感で結果のみ予想を立てる児童もいる。

本時では、質…根拠を明らかにしている児童を◎

根拠が曖昧な児童を△

量…２つ以上の要因に着目している児童を◎

１つの要因に着目している児童を○

。要因が見い出せない児童を△ とする

２ 単元の評価規準

ア 関心･意欲･態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 物の溶け方、てこ及び 物の溶け方、てこ及び 問題解決に適した方法 ものの状態は与える条

容 物の運動の量的変化に 物の運動の変化とその を工夫し、装置を組み 件によって規則的に変

の ご ついての現象を意欲的 要因との関係に問題を 立てたり使ったりして 化することなどを理解

ま と に追究し、見いだした 見いだし、条件に着目 観察、実験やものづく している。

と の きまりを生活に当ては して計画的に追究し、 りを行い、その過程や

ま 評 めてみようとする。 量的変化や時間的変化 結果を的確に表す。

り 価 をとらえ、問題を解決

規 する。

準

・ふりこか衝突の物 ・ふりこか衝突の物の ・ふりこか衝突の規則 ・糸につるしたおもり



、 、単 の運動の変化に興味 運動の要因を関係づ 性を調べる工夫をし が１往復する時間は

元 ・関心をもち、自ら けて考えることがで それぞれの実験装置 おもりの重さなどに

の それらの物の運動の きる。 を操作し、安全で計 よっては変わらない

評 規則性を調べようと ・運動の変化とその要 画的に実験やものづ が、糸の長さによっ

価 する。 因について、条件に くりをすることがで て変わることを理解

規 ・物の運動の規則性を 着目して実験の計画 きる。 している。

準 適用して、ものづく を考えたり結果を考 ・ふりこか衝突の規則 ・おもりが他のものを

りをしたり、その規 察したりすることが 性を調べ、表などに 動かす働きは、おも

則性を利用した物の できる。 記録したりすること りの重さや動く速さ

工夫を見直したりし ができる。 によって変わること

ようとしている。 を理解している。

・物の運動について、

ふりこか衝突を自ら

選択しようとする。

単 ①おもりを使った物の ①糸につるしたおもり ①糸につるしたおもり ①糸につるしたおもり

、 、位 動きについて、ふり が１往復する時間は が１往復する時間を の１往復する時間は

時 この周期のきまりか 何に関係があるのか おもりの重さや糸の おもりの重さやふれ、 、

間 物におもりを衝突さ １往復するおもりの 長さなどの条件を１ 幅には関係がないこ

に せたときの働きの違 様子を観察しながら つ変え、他の条件を とを理解している。、

お いのきまりを、進ん 要因を予想すること 統一し工夫して調べ ②糸につるしたおもり

、け で調べ、変化の要因 ができる。 ることができる。 の１往復する時間は

る に関する考えをもつ ②糸につるしたおもり ②実験結果には誤差が 糸の長さによって変

具 ことができる。 が１往復する時間を 含まれ、その誤差を わることを理解して、

体 ②ふりこの周期に興味 おもりの重さ、糸の 減らすために何度も いる。

の ・関心をもち、ふり 長さなど と関係付 繰り返して平均を取 ③糸につるしたおもり

、評 こが１往復する時間 けて考え、それぞれ って結果を出すこと の１往復する時間は

価 と予想した条件との について条件統一を ができる。 糸の長さだけによっ

規 間にある規則性を意 して調べる実験の計 ③糸につるしたおもり て変わるという規則

準 欲的に追究しようと 画を立てることがで の１往復する時間に 性を活用した物が、

する。 きる。 おける規則性を利用 身の回りにいろいろ

③ふりこの周期におけ ③条件統一をして調べ し、ふりこに関わる あったり、作ったり

振 る規則性を利用して た結果を基にして、 ゲーム ものづくり することができるこ、 （ ）

り 自分で工夫したり試 糸につるしたおもり を工夫してできる。 とを理解している。

、子 したりしながら、意 が１往復する時間は

の 欲的にゲーム（もの おもりの重さなどに

周 づくり）を行おうと は関係がなく、糸の

期 する。 長さだけによって変

わる規則性があるこ

とをとらえることが

できる。

①おもりを使った物の ①物におもりを衝突さ ①物におもりを衝突さ ①物におもりを衝突さ

動きについて、ふり せたときの物が動く せたときの物が動く せたときの物が動く

この周期のきまりか 距離は何に関係があ 距離を、おもりの重 距離は、おもりの重、

お 物におもりを衝突さ るのか、おもりの衝 さや動く速さの条件 さが重いほど大きく

も せたときの働きの違 突の様子を観察しな を一つ変え、他の条 なることを理解して

り いのきまりを進んで がら要因を予想する 件を統一して工夫し いる。

の １つの課題を選択し ことができる。 て調べることができ ②物におもりを衝突さ

物 調べようとする。 ②物におもりを衝突さ る。 せたときの物が動く



を ②物におもりを衝突さ せたときの物が動く ②実験結果には誤差が 距離は、おもりの動

動 せたときの物の動き 距離と、おもりの重 含まれ、その誤差を く速さが速いほど大

か に興味・関心をもち さやおもりの速さと 減らすために何度も きくなることを理解、

す おもりが他のものを 関係付けて考え、そ 繰り返して平均を取 している。

働 動かす働きと、おも れぞれについて条件 って結果を出すこと ③物におもりを衝突さ

き りの重さや動く速さ 統一をして調べる実 ができる。 せたときの物が動く

との間にある規則性 験の計画を立てるこ ③物におもりを衝突さ 距離は、おもりの重

を意欲的に追究しよ とができる。 せたときの物が動く さと速さによって変

うとする。 ③条件統一をして調べ 距離における際のお わるという規則性を

③物におもりを衝突さ た結果を基にして、 もりにかかわる規則 活用した物が身の回

せたときの物の動き 物におもりを衝突さ 性を利用して、衝突 りにいろいろあった

における規則性を利 せたときの物が動く に関わるゲーム（も り、つくったりする

用して、自分で工夫 距離は、おもりの重 のづくり）を工夫し ことができることを

したり試したりしな さやおもりの動く速 てできる。 理解している。

がら、意欲的にゲー さによって変わる規

ム（ものづくり）を 則性があることをと

。行おうとする。 らえることができる

３ 指導と評価の計画（全９時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○ふりこ・お ○ゲームのやり方を知り、 〈アー①〉 ○行動観察

もりの衝突 ふりこの周期がはやくな ○おもりを使った つぶやき ○いろいろな条件２

に興味をも るための条件や、衝突し 物の動きについ ・自由実験を の中から、何を

って、自由 てものを遠くまで動かす て、ふりこの周 繰り返し行 変化させたのか

実験を工夫 条件について考える。 期のきまりか、 い、おもり 要因を考えるよ

して行い、 物におもりを衝 の働きの様 うに助言する。

おもりの働 あそびの国で、ふりこや 突させたときの 子について

きの様子に 衝突の実験をしよう。 働きの違いのき 進んで自分

興味をもつ まりを、進んで の考えをつ ○繰り返し実験を

ことができ ○自由実験 ふりこや衝突 調べ、変化の要 くろうとし 行うとよいこと

る。 実験器を用いて、ふりこ 因に関する考え ているか。 を助言する。

・衝突の規則性を感覚と をもつことがで ○学習プリン

してつかむ。 きる。 トの記述と自

〈イー①ふりこ〉 己評価 ○実験が確実に行

○見つけた課題を情報交流 ○糸につるしたお ・変化の要因 えるよう児童の

黒板を利用して交流する。 もりが１往復す に着目した 実態に基づいた

る時間は何に関 記述ができ 机間指導を行う。

係があるのか、 ているか。 記述できない児

○全体で交流する。 １往復するおも 童には考えを聞

・ふりこや衝突の動きの違 りの様子を観察 いて、書く視点

いをおもりの動きが関係 しながら、要因 を明確に示す。

することをまとめる。 を予想すること

○本時の振り返りをする。 ができる。

（イー①衝突）

○物におもりを衝

突させたときの



物が動く距離は

何に関係がある

のか、おもりの

衝突の様子を観

察しながら要因

を予想すること

ができる。

３ ○ふりこのふ ○事象提示（ふれ幅のちが 〈ウー①ふりこ〉

れ幅以外の うふりこ）をみる。 ○糸につるしたお４

条件を統一 もりが１往復す

し、ふれ幅 おもりが１往復する時間 る時間を、おも

を変えた時 はふれ幅に関係するのだ りの重さや糸の

の周期を調 ろうか。 長さなどの条件

べることを を１つ変え、他

通して、ふ ○実験方法を確かめ、実験 の条件を統一し ○行動観察 ○実験が確実に行

れ幅は変わ を行う。 工夫して調べる えるよう児童の

っても周期 ・おもりの重さや糸の長さ ことができる。 実態に基づいた

は一定であ を一定にして、実験する 〈エー①ふりこ〉 机間指導を行

ることに気 ことを考える。 ○糸につるしたお う。

付くことが ○結果を交流する。 もりの１往復す ○学習プリン ○授業後、記述の

できる。 ・何が関係するかの視点で る時間は、振り トの記述 内容について評

交流する。 子の振れ幅には ※自己評価 価する。

関係がないこと 実験回数

○ふりこの周期とふり幅の を理解してい

関係についてまとめる。 る。

５ ○ふりこの糸 ○事象提示（糸の長さがち 〈イー②ふりこ〉

の長さ以外 がうふりこ）をみる。 ○糸につるしたお

の条件を統 もりが１往復す

一し、糸の おもりが１往復する時間 る時間を、おも

長さを変え は糸の長さに関係するの りの重さ、糸の

た時の周期 だろうか。 長さなど と関

を調べ、糸 係づけて考え

が長くなる ○実験方法を確かめ、実験 、それぞれにつ ○行動観察 ○実験が確実に行

と、周期が を行う。 いて条件統一を えるよう児童の

長くなるこ ・振れ角を一定にする方法 して調べる実験 実態に基づいた

とに気付く を考える実験を行う。 の計画を立てる 机間指導を行

ことができ ことができる。 う。

る。 ○結果を交流する。 〈エー②〉 ○学習プリン ○授業後、記述の

・糸の長さと１往復する時 ○糸につるしたお トの記述 内容について評

間との関係を、連続的的 もりの１往復す ※自己評価 価する。

にとらえることができる る時間は、糸の 実験回数

よう表で整理して交流す 長さによって変

る。 わることを理解

○本時のふり返りをする。 している。

６ ○ふりこのお ○事象提示（おもりの重さ 〈アー②ふりこ〉

もりの重さ のちがうふりこ をみる ○ふりこの周期に） 。

以外の条件 興味・関心をも



を統一し、 おもりが１往復する時間 ち、ふりこが１

おもりの重 はおもりの重さに関係す 往復する時間と

さを変えた るのだろうか。 予想した条件と

時の周期を の間にある規則

調べ、おも ○実験方法を確かめ、実験 性を意欲的に ○行動観察 ○実験が確実に行

りの重さが を行う。 追究しようとす えるよう児童の

変わっても ・おもりの重さが関係する る。 実態に基づいた

周期は一定 かを調べるための方法を 〈イー③〉 机間指導を行

であるとい 企画し、実験をする。 ○条件統一をして う。

うことに気 調べた結果を基

付くことが ○結果を交流する。 にして、糸につ ○学習プリン

できる。 ・これまでの学習をもとに るしたおもりが トの記述

ふりこが１往復する時間 １往復する時間 自己評価

は、３つの条件のうち、 は、おもりの重 実験回数

関係する条件は何かとい さなどには関係

う視点でまとめる。 なく、糸の長さ

だけによって変

○本時のふり返りをする。 わる規則性があ ○授業後、記述の

ることをとらえ 内容について評

ることができる。 価する。

３ ○速さがある ○事象提示（速さの違う衝 〈イー②衝突〉

４ 物体ほど衝 突運動）をみる。 ○物におもりを衝

突してから 突させたときの

ものを動か ぶつかったおもりを遠く 物が動く距離と

すはたらき まで動かすにはどうすれ おもりの重さや

が大きくな ばよいだろうか。 おもりの速さと

ることに気 関係付けて考え

付くことが それぞれについ

できる。 ○実験方法を確かめ、実験 て条件統一をし ○行動観察 ○実験が確実に行

を行う。 て調べる実験の えるよう児童の

・速さに着目して、早く動 計画を立てるこ 実態に基づいた

。かすための方法を考え、 とができる。 机間指導を行う

斜面を急にすることや距 〈ウー①衝突〉

離を長くする方法を見出 ○物におもりを衝

す。 突させたときの

・おもりの重さを一定にし 物が動く距離を

て実験する方法を考える 、おもりの重さ.
や動く速さの条

○結果を交流する。 件を一つ変え、 ○学習プリン

・おもりがころがる距離や 他の条件を統一 トの記述

角度の違いは、おもりが して工夫して調 自己評価

ころがる速さを変えるこ べることができ 実験回数

とで共通であることを見 る。

出す。 〈エー①衝突〉

○物におもりを衝

突させたときの

物が動く距離は

○本時のふり返りをする。 おもりの重さが ○授業後、記述の

重いほど大きく 内容について評



なることを理解 価する。

している。

５ ○おもりの重 ○事象提示（おもりの重さ 〈アー②衝突〉

６ さが重いほ の違う衝突運動 をみる ○物におもりを衝） 。

ど、衝突し 突させたときの

てから物を おもりが重いほど遠くま 物の動きに興味

動かすはた で転がるのだろうか。 ・関心をもち、

らきが大き おもりが他のも

くなること のを動かす働き

に気付くこ ○実験方法を確かめ、実験 と、おもりの重 ○行動観察 ○実験が確実に行

とができる。 を行う。 さや動く速さと えるよう児童の

・速さを一定にするために の規則性を意欲 実態に基づいた

おもりを離す位置を一定 的に追究しよう 机間指導を行う。

にすることや斜面の角度 とする。

を一定にすることを考え 〈イー③衝突〉 ○実験の企画書を

る。 ○条件統一をして 作成した後に、

調べた結果を基 実験を行う。

○結果を交流する。 にして、物にお ○学習プリン

・重さの違う３種類以上の もりを衝突させ トの記述

おもりを用いて、物体の たときの物が動 ※自己評価

移動する距離の違いを連 く距離は、おも 実験回数

続的に捉える。 りの重さやおも

りの動く速さに

よって変わる規

則があることを

とらえることが

できる。

〈エー②〉

○衝突の学習のまとめをす ○物におもりを衝 ○授業後、記述の

る。 突させたときの 内容について評

・これまでの学習から、衝 物が動く距離は 価する。

突したときの規則性をま おもりの動く速

とめる。 さが速いほど大

きくなることを

理解している。

７ ○身近な物を ○事象提示（教師自作のお 〈アー③ふりこ〉

８ 使って、振 もちゃ）をみる。 〈ウー③ふりこ〉

９ り子の運動 〈エー③ふりこ〉

を利用した ○学習をふりかえり、おも または ○作品 ○適切にものづく

おもちゃを りのはたらきをいかした 〈アー③衝突〉 ・ふりこや衝 りが行えるよう

作ることが おもちゃを作る。 〈ウー③衝突〉 突の性質を 机間指導を行

できる。 〈エー③衝突〉 利用してい う。

○おもちゃ作り るか。

＊評価規準につい

○仲間と作品交流・いっし ては

ょに遊ぶ



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・おもりを使った物の動きについて、ふりこの周期のきまりか、物におもりを衝突させたとき

の働きの違いのきまりかについて進んで調べ、ふりこの学習を行うか衝突の学習を行うかを決

めることができる。

（２）本時の位置

１・２／９時

（３）本時の展開

学習活動 評価について 指導・援助過程

導 ・中華鍋を利用し１ 事象提示 ふりこ（周期 ・衝突について理解する）

入 た事象提示をす

る。重い方が 軽い方が もしかし 重い玉 速い玉 ・生活の中での体感と

つないで考えている周期は速 周期が速 て周期は だとた だとた

。い？ い？ 同 じ か くさん くさん 子を価値付け広げる

？ ？も？ はじく はじく

そうい 相撲で 廊下を勢 い が 軽 い 方

えばブ 小錦は 走ってつ く か が 動 き

ランコ … いて…ら速い が速い。 。

の時…

おもりワールドで遊ぼう

展

・数人で協力して行う。２ 実験の確認→実験

開

【 ふりこの国 】 【 衝突の国 】

・おもりの重さや、ふれ幅、糸の長 ・おもりの大きさや重さを変えた衝突実験

さを変えた実験 ・斜面の角度や長さを変えた衝突実験

・機器の扱い方・３ 情報交流黒板 （アー①）

・どの重さでも周 正しい方法で実・他の班はどうかな。 ○おもりを使った物の

期は変わらない 験できているか動きについて、ふり

みたいだ。 ・ペットボトル（重さ）を 見届ける。この周期のきまりか

物におもりを衝突さ・糸が短いと速 変えてやってみよう。

せたときの働きの違 ・結果の判断でつい。

いのきまりかについ まずいている児・長いとすごくゆ ・もっといい得点を出した

て進んで調べ、変化 童には交流を促っくりだ。 い

・重い玉だと遠く の要因に関する考え す。

まで転がった。 をもつことができる。・もう一度やってみよう。

・強くすると（速



くすると）転が ・他の玉ではどうかな。

る。 〈イー①ふりこ〉

○糸につるしたおもり４ 全体交流

ま が１往復する時間は見つけたきまり

と 何に関係があるのか・短くしたら、周期が速くなった。

め か１往復するおもり

の様子を観察しなが・重くすると周期が遅くなると思っていたけど、

ら、要因を予想する同じみたいだった。

ことができる。

（イー①衝突）・重い玉の方が遠くまで転がるよ。

○物におもりを衝突さ↓

・本当にきまりと言えるのか、より正確な実 せたときの物が動く

験で確かめよう。 距離は何に関係があ

るのか、おもりの衝

突の様子を観察しな

がら要因を予想する

ことができる。５ ふりこの学習・衝突の学習の選択

（学習プリントに記述）

５ 評価の実際と個に応じる指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

評価規準〈アー①〉

○おもりを使った物の動きについて、ふりこの周期のきまりか、物におもりを衝突させたときの

働きの違いのきまりかについて進んで調べ、変化の要因に関する考えをもつことができる。

（２）評価の実際（衝突に関わる活動を選択した児童の学習活動の様子から）

ここでは、おもりを衝突させたときの働きについて、おもりの重さの違いや速さの違いを意識し

て実験を行っているか行動観察によって見届け判断をした。行動観察をするときに、次の２点から

一人一人の学習状況を見届けるようにした。

①衝突したときの物の動く距離が、遠くなったり近くなったりすることに興味をもち、その原因

を衝突したおもりの重さに着目し、重さの違うおもりを衝突させて繰り返し実験をする。

②衝突したときの物の動く距離が、遠くなったり近くなったりすることに興味をもち、その原因

を衝突したおもりの速さに着目し、速さを変えるために、転がる距離を長くしたり、転がる角

度を大きくしたりしながら実験をする。

本時は、単元の導入であることから、物に衝突する「おもりの重さ 「おもりの速さ」の２つの」、

変数のうち、１つに着目できれば、変化の要因を抽出することができている状況であると考えた。

そこで、上記の①、②の２点から実験を行っている児童を 「十分満足できる状況 、①あるいは、 」

②のいずれかに着目して実験を行っている児童を「おおむね満足できる状況」であると判断した。

（３）個に応じた指導の実際

衝突した物体を遠くまで動かそうとして、おもりをレールの上

方へ移動させながら実験している児童がいた。レールが不足する

と継ぎ足しては、おもりが転がる距離を伸ばしていく。そのよう

活動をしている児童に対して、次のようにかかわった。



Ｔ；レールを長くすると、どうなりますか？

Ｃ；乾電池が遠くまで飛んでいくよ。

Ｔ；どうして遠くまで飛んでいくのかな？

Ｃ；長く転がっていくからじゃないの？

転がる距離を長くすることによって、衝突時に「おもりの速さ」が速くなることに着目している

状況にあると思われない。そこで 「努力を要する状況」であると判断した。、

この児童に対して、おもりを転がす始点を固定し、転がる距離を一定にして角度を変えて実験す

るよう助言をした。

同じ距離を転がっても、物が移動する距離を考えさせたところ 「おもりの速さ」に着目するこ、

とができた。再度、角度を一定にして転がる距離を変えた実験において、転がる距離を変えると何

が変わるかなと問いかけたところ、速さが変わると答えた。

このような状況になったので 「努力を要する状況」から「おおむね満足できる状況」に変容し、

たと判断した。


